
看護学科　履修系統図
〈学部共通科目〉

◎学習・教育目標 必修科目 選択科目

科目群の学習・教育目標 1年次 ２年次 ３年次 ４年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

哲学・倫理学

家族関係論

心理学

教育原論

法学 日本国憲法

国際文化論

スポーツ科学Ⅰ スポーツ科学Ⅱ

環境論

人間発達学

物理学

生物学

化学

生活とデザイン

地域社会学

人間工学

行動科学

コミュニケーション論

基礎英語Ⅰ 基礎英語Ⅱ 実践英会話 医療保健英語 英書講読

中国語

ポルトガル語

スペイン語

統計学

情報処理基礎演習 情報処理応用演習

文献検索とクリティーク

人
間
と
社
会

人間存在の意味や人間
の尊厳・内面・行動など、
人間についての理解を深
めるとともに、情報化・国
際化の進展する社会に対
応できる多様な文化や価
値観について学ぶことを
目的とする。

人
間
と
環
境

人間の築いてきた生活や
文化、人間の発生や発
達、地球・環境との関係
などを自然科学的側面か
ら理解することを目的とす
る。

人
間
と
情
報
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

人間と人間の関わりにつ
いての理解とともに、健全
な人間関係を形成する知
識や技術の修得と、語学
を通して自己表現・コミュ
ニケーション能力を身に
つけることを目的とする。
さらに、現代社会におけ
る情報の意味を理解し、
情報処理の基本的な知
識・技術を身につけるとと
もに、情報の収集・選択・
活用のできる情報リテラ
シー能力の習得を目的と
する。



看護学科　履修系統図
〈専門基礎科目〉
◎学習・教育目標

科目群の学習・教育目標 1年次 ２年次 ３年次 ４年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

医療保健論

チーム連携論

早期体験合同実習

人体の生化学

生命倫理 生命科学

疾病の成り立ち 疾病の回復促進Ⅰ

疾病の回復促進Ⅱ 疾病の回復促進Ⅲ

感染と防御

栄養学 食品学

臨床薬理学

臨床検査 臨床心理学 ヘルスカウンセリング

疫学 保健統計学

社会福祉学概論

社会保障論

医療関係法規 医療保健福祉行政論

医

療

保

健

共

通

科

目

人間総合科学の一分野で
ある、保健・医療及び食育・
健康などに関わる「人間の
理解」と地域・行政との関わ
りにおけるチームアプロー
チを修得する。

人
体
の
し
く
み

看護専門基礎教育のスタートと
して、健康な人体の形態学的
側面と機能的側面を理解し、同
時に人体を科学的側面から理
解する基礎知識の習得とともに
人間を総合的に理解することを
目的とする。

人
間
と
健
康

健康の概念を理解するとと
もに、健康の維持・増進・予
防から疾病治療に至る健康
の各レベルを理解し、身体・
心理・社会的側面から看護
アセスメント計画・実施・評
価の展開方法などの基本
的技術を習得する前提とな
る基礎的学習である。
看護を的確に行うための基
礎を学ぶことを目的とする。

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅲ

保健・医療・福祉などに関す
る地域の状況を幅広く理解
するとともに、健康問題を社
会や生活者の視点から考え
られる基礎知識の習得と、
広く国際社会や地域におけ
る看護への理解を深めるこ
とを目的とする。

健
康
生
活
と
社
会



看護学科　履修系統図
〈専門科目〉
◎学習・教育目標

科目群の学習・教育目標 1年次 ２年次 ３年次 ４年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学原論Ⅰ 看護学原論Ⅱ 看護技術学Ⅲ

看護技術学概論 看護技術学Ⅳ

看護技術学Ⅰ 看護技術学Ⅱ 看護技術学Ⅴ

看護技術学Ⅵ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

母性看護学概論 母性看護方法

小児看護学概論 小児看護方法

成人看護学概論 成人看護方法Ⅰ

セルフケア論 成人看護方法Ⅱ

高齢期看護学実習Ⅰ

クリティカルケア論

精神看護学概論 精神看護方法

高齢期看護学概論 高齢期看護方法

在宅看護学概論 在宅看護方法

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護活動論Ⅰ 公衆衛生看護活動論Ⅱ 公衆衛生看護活動論Ⅲ

公衆衛生看護活動論Ⅳ

公衆衛生看護学実習

学校保健Ⅰ 学校保健Ⅳ

養護概論 学校保健Ⅲ

学校保健Ⅱ

機能看護学概論 機能看護学Ⅰ 機能看護学Ⅱ

機能看護学Ⅲ

看護専門職論Ⅰ 看護専門職論Ⅱ 看護専門職論Ⅴ

看護専門職論Ⅲ 看護専門職論Ⅵ

看護専門職論Ⅳ 看護専門職論Ⅶ

看護専門職論Ⅷ

統合セミナー

高齢期看護学実習Ⅱ

精神看護学実習

看護セミナー

看
護
の
基
本

健康や健康障害、看護の対
象となる人間、人間の健康
に相互作用を行っている環
境を理解するとともに各看
護学に共通する看護技術に
ついて学修する。

成人看護学実習Ⅱ

看
護
の
統
合
と
発
展

これまで学修した領域別の
看護学を統合し、看護マネ
ジメント、災害看護、グロー
バル化を視野に入れた看護
の基礎を理解する。それに
より、複合的な事象におい
て看護の知識を統合し活用
できる判断能力を養う。

看
護
の
実
践

さまざまな健康レベル、あら
ゆる発達段階において科学
的知識に基づいた実践的な
援助ができるよう「小児」、
「母性」、「成人」、「高齢
期」、「精神」、のそれぞれの
各領域において看護の基本
となる概論、援助論を学修
し、また「慢性期」「治療なら
びに回復期」のそれぞれの
対象に応じたケアを実践で
きる。

地
域
・
在
宅
看
護

地域において、また在宅に
おいて実践される看護の基
礎的概念と看護方法を理解
し、さらに地域包括ケアシス
テムにおける地域・在宅看
護の位置づけを理解する。

母性看護学実習

小児看護学実習

成人看護学実習Ⅰ

在宅看護学実習


